
経営協議会 学外委員からの意見等 本学の対応状況

第１回
（平成２１年４月２１日開催）

・教員の業績評価をしっかり行ってほしい。

・教員業績評価タスクチームを廃止し，新たに理事（評価担当，
教育担当，研究担当及び社会貢献担当）及び各学部等の評議
員で組織する教員業績評価委員会を設置し，教員業績評価の
実施方法等について検討を行っている。

・教員の選考については，より厳格に実施してほしい。
・新たに理事，各学部長等で組織する教員人事検討委員会を設
置し，教員人事制度等について検討を行っている。

・大学院博士課程で入学者が少ない専攻への対応はどうするの
か。

・組織再編検討委員会学生教育組織検討部会で，入学定員の
充足・確保策を含め大学院博士課程の在り方について検討を
行っている。

第３回
（平成２１年６月２３日開催）

・積極的な病院経営を行ってほしい。
・平成２１年度は，手術件数の増加，外来・入院単価の増額等に
より，附属病院収入は，年間で4.6 億円の増収を見込んでいる。

第４回
（平成２１年９月２９日開催）

・医学部医学科の入学定員増により，臨床研修医が増加するの
で，受け入れ体制の整備を図ってほしい。

・研修体制の改善・充実及び研修環境の改善を図る。
・富山県厚生部との連携強化による県内研修医増を目指す取り
組みを推進する。

第５回
（平成２１年１１月２４日開
催）

・臨床研修のマッチングについて，引き続き改善を進めてほし
い。

・附属病院に臨床研修部を設置し，学生の臨床教育，卒後臨床
及び専門医養成にいたる一体的な臨床研修体制を構築するた
めの体制を整備した。

第６回
（平成２２年１月２６日開催）

・教養教育の一元化については，責任を持って進めてほしい。

・高等教育機構会議の下の共通教育検討専門委員会において，
平成２２，２３年度は，３キャンパスの教員が協力して各キャンパ
スの教養教育科目を担当する体制を整備し，平成２４年度から
共通教育のカリキュラムを統合・実施することとした。

第７回
（平成２２年３月２３日開催）

・附属病院の医師・看護師の待遇改善を図ってほしい。

・非常勤医師の確保及び処遇改善のため，週２日及び３日勤務
の医員の給与を日給制から時間給制に変更して勤務形態を柔
軟に対応できるよう制度改正を行い，平成２２年度から実施する
こととした。
・平成２１年度周産期医療環境整備事業（人材養成環境整備）
「総合的周産期医療人育成プログラム」が採択され，事業の一環
として，女性医師支援室を設置し，育児短時間労働プログラム体
制や土日に利用できるベビーシッターシステムの構築などによ
り，出産後及び子育て中の女性医師の勤務をサポートする体制
を整備した。
・前記事業において，女性医師復帰支援や若手医師育成プログ
ラミング等の運営を担当する産科，小児科，NICU の医師に対し
て医師指導手当を整備した。

平成２１年度　経営協議会学外委員からの本学に対する意見等と対応状況


